












































































































































　第8節　 サランディ Sarandí: 農地改革集落
（アセンタメント）の挑戦
ブラジルで土地なし農民運動が始まったのは，
南部（スール）のリオ・グランデ・ド・スール州
である。ファゼンダと呼ばれる大農場が知られる
ブラジルであるが，リオ・グランデ・ド・スール
州では，小規模な家族経営の農場も多く，それら
は独裁政権（1964年から1985年の軍事政権）の
時代に経営が悪化した。
借金で土地を追い出された小規模農家の家族
が，1979年にファゼンダ・マカリとファゼンダ・
ブリリャンテを占有したのが，土地なし農民運
動の始まりである。各地で同様の運動が発生し，
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1984年にはパラナ州で全国大会が開催されて，
全国組織が誕生した。
野営地のテントでの生活は厳しいが，その運動
が法的に認められると，大農場の土地が分割され
て，アセンタメント（assentamento）とかアセン
タードと呼ばれる農地改革集落となる。また，先
の物乞いの話題に関連するが，持つ者が持たない
者に施すことは，カトリック文化の一面でもあ
る。
第2章　 土地は第1歩でしかない：ペルナンブ
コ州と北東部ブラジル
　第1節　農地改革と新民主主義
　第2節　ブラジル北東部
　第3節　抵抗の歴史
　第4節　 MST（土地なし農民運動）とペルナ
ンブコ州における土地闘争
　第5節　土地は第1歩でしかない
　第6節　大規模経営地域における小規模農民
　第7節　 北東部における農地改革：バラン
ス・シート
北東部（ノルデステ）はブラジルで最も貧しい
地域である。干ばつが頻発する内陸の厳しい気候
や，植民地時代に組織化された大土地所有制に
よって，農村の不平等が5世紀も続いた。文化的・
社会的に最もブラジルらしい地域であるが，同時
に最も農地改革が難しい地域でもある。北東部で
は，貧しい住民による土地なし農民運動が，各地
に普及した。
土地なし農民運動では，時には道路を閉鎖し
て，廃タイヤを燃やして，拡張機で演説をすると
いうアクティブな面がある。「土地は第1歩でし
かない」という節にあるように，活動によって獲
得した土地ではあるが，小規模な家族農場が，大
規模なファゼンダの中で持続的に経営を続けてい
くことは難しい。
第3章　アマゾンの魅惑を超えて
　第1節　アマゾン
　第2節　アマゾンの変貌
　第3節　 MSTによる農地改革集落とカラ
ジャス鉄山を訪ねる
　第4節　 MSTはアマゾンのどこに存在する
か，そして誰がそれを支えている
か？
　第5節　パルマレス IIの暮らし
　第6節　アマゾン開発の弁証法
北部（ノルテ）のアマゾンは，熱帯雨林が繁茂
する人口希薄地帯である。典型的な大農場は少な
いものの，土地なし農民運動は，北部のアマゾン
にも広がった。鉄山などの政府主体の大規模な開
発地だけでなく，ゴム農園や金鉱山などに，土地
なし農民運動が存在する。それを実行しているの
は，鉱山の企業で働く労働者だけでなく，農場で
働くゴム樹液採集者，ガリンペイロ（砂金採集者）
などの貧しい人たちである。
第4章　MST（土地なし農民運動）の評価
　第1節　 農地改革集落の生活状態は改善され
ているか？
　第2節　農地改革“ライト”
　第3節　 世界の農地改革：アメリカ合衆国の
政策の伝統と影響
　第4節　従属の罠を避ける
　第5節　 農地改革と刑事責任免除（法的不可
罰性）と土地と森林の将来
　第6節　MSTと革命
　第7節　市民権の醸成と「日常の政治」闘争
　第8節　ブラジルにおけるMSTと市民社会
　第9節　国際的関連におけるMST
　第10節　MSTの子供たちとその将来
　第11節　補遺：ルーラ政権
　・ブラジルの情報
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　・訳者あとがき
筆者のアンガス・ライトは，カリフォルニア州
立大学の名誉教授であり，ラテンアメリカ史と
「抵抗の地理学」が専門である。ウェンディー・
ウォルフォードは，コーネル大学社会学部の教授
であり，開発社会学が専門である。彼らは，土地
なし農民運動の当事者に対して聞き取り調査を実
施した。筆者らは，土地なし農民運動の目標は，
「広い知識があり，教育のある，活発な一般大衆
の形成」であり，「都市の街路やスラム街での生
活につきまとう危険から解放されること」と述べ
る。
現在のブラジルには，土地なし農民運動から派
生した幾つかの運動が展開する。例えば，空いた
建物を占拠するのは，センテート（屋根なし労働
者運動）である。サンパウロ市の日系人街を歩い
ていた時に，建設途中で放棄されたビルで人々が
演説するのを見て，丸山浩明先生にそう教えてい
ただいた。サンパウロ州のある日本人入植地で
は，入植の記念になるような古い建物でも，何処
かの誰かが住み着いてしまうため，残しておけな
いと聞いた。
誰の意見を聞くかによって，土地なし農民運動
の印象は異なる。私の場合，農場主への聞き取り
調査が多かったため，多くの情報を得られなかっ
たが，例えばマット・グロッソ・ド・スール州の
場合，運動のアセンタメントは家族あたり20ha
に達する。そのため，州都の近くにある小規模な
日本人入植地で運動が始まった時には，相当の交
渉をして運動を止めてもらったと聞いた。一方，
遠隔地のパンタナールには，1万haを超える大農
場が幾つもあるが，テント生活ができるような環
境にないので，土地なし農民運動を見たことがな
かった。
訳者の山本先生は，静岡県の農家の出身であ
り，日本の農地改革を身を以て知る世代である。
「訳者あとがき」では，ブラジルの土地なし農民
運動と日本の農地改革を比較した考察が興味深
い。
 （仁平尊明）
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